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北村靖道先生のご退職にあたって
To Commemorate Professor KITAMURA, Yasumichi Retirement
髙橋 量一＊
TAKAHASHI, Ryoichi
北村靖道先生は，平成29（2017）年3月31日を
もって，亜細亜大学経営学部ホスピタリティ・マ
ネジメント学科を，定年でご退職されます。本学
科設立以来，8年間の長きにわたり専任教授とし
てご尽力をくださったこと，心より御礼申し上げ
ます。
北村先生は，昭和46（1971）年3月に青山学院
大学文学部英米文学科をご卒業された後，日本航
空株式会社にご就職されました。スチュワードを
皮切りに，アシスタントパーサー，パーサー，チ
ーフパーサーと現場の第一線でご活躍の後，昭和
60（1985）年10月，客室乗務員訓練部教官にご就
任されました。以後，平成14（2002）年4月に明
海大学総合教育センター教授になられるまで，長
きにわたって国内と海外で日本航空の客室乗務員
教育をリードしてこられました。
平成16（2004）年4月には明海大学ホスピタリ
ティ・ツーリズム学部設立準備委員に，平成17
（2005）年4月には設立なった明海大学ホスピタ
リティ・ツーリズム学部教授にご就任され，平成
21（2009）年4月に本学本学科の教授にご就任さ
れました。
社会活動としては，平成18（2006）年12月から
日本国際観光学会の理事を務められる傍ら，数多
の講演を行っていらっしゃいました。政府観光局
（JNTO）主催のビジットジャパン研修会，出雲
市での全国「道の駅」サミット研修会，日本精神
介護協会や浦安市主催の国内での講演のみならず，
フィジー，クロアチア，モンゴルなど海外でも講
演をされてこられました。
本学科の教育理念は「理論実務融合型教育」で
あり，その教育目標は「高度な実務スキルとホス
ピタリティマインドをもった人材を育成する」こ
とにありますが，北村先生は，まさに本学科の理
念，目標を体現しておられるような方でした。
北村先生というと，私は常に笑顔で接してくだ
さったことが頭に浮かびます。東日本大震災でご
自宅が被災され，大変おつらい状況でいらっしゃ
るときでさえ，対面している相手への心遣いを忘
れず，優しい微笑みをたたえて，私達と向き合っ
てくださいました。北村先生が，教えてくださっ
たのは，ホスピタリティマインドとは，心から相
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手を思いやる気持ちであり，それはビジネスの場
のみならず，日々の生活を通して磨かれていくも
のなのだということです。
キャンパスで拝見する北村先生は，いつも明る
い学生たちに取り囲まれていたというイメージが
あります。正規の授業以外の時間に，学生たちと
歓談し，自らの心的態度を示し続けることを通し
て，北村先生は学生たちにホスピタリティマイン
ドとは何かをお伝えになっておられたのだと思い
ます。
北村先生は多数の教育用テキストを執筆されま
した。例えば，昭和61（1986）年に，日本航空外
国基地採用客室乗務員用のテキスト『IN FLIGHT
JAPANESE』および国内新人客室乗務員向けの
『航路案内テキスト』を，昭和63（1988）年には
日英両国語による『アナウンスハンドブック』を，
平成18（2006）年には『大韓航空日本語機内アナ
ウンスマニュアル』を執筆されるなど，枚挙の暇
もないほどの貴重な教育用テキスを残してくださ
いました。
こうした教科書以外にも，北村先生は共著で3
冊の本を出版しておられます。『心を揺する楽し
い授業 話題源英語』（東京法令出版，1989年）
など，優れた英語教師としての北村先生の一面を
垣間見られるご著書です
北村靖道先生，8年間，まことにありがとうご
ざいました。これからの先生のますますのご活躍
とご健勝を，心より祈念申し上げます。
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